























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































門書”であるという（ 「原著者序」 ） 。また訳者 よると、 社会学”といった用語が発明され 以来、それが“科学” して 市民権を得るまで、一個の“反抗学” して古き伝統の亡霊と戦わねばならな ったという。訳者の考えでは、 というものは 単に難解な理論をたのしむことに自己満足するのではなく、一般民衆 親しい友となるべきものだという。
84（7）
社会学伝来考
















































































































































































































































































ichte der Soziologie,	1931 を反訳したものである。最近ナチスはユダヤ人にたいして弾圧をつよめ、多くの演劇学者や演劇の
実際家が国外に追放されているのに、ユダヤ系のバッブはドイツにとどまり、ナチスに順応するユダヤ人が作った「ユダヤ文化同盟」の幹部におさまっているという（ 「訳者序文」 ） 。
本書は、 “演劇”を社会の一現象として、社会学の見地から観察し、考察しようとしたものである。著者は、演劇を芝居や俳優や舞台構造を中




























































































































































とくに教育学に関しては一家言をもっていた。訳者がこの小著の訳筆をとった理由は、単に社会学界ばかりか教育界においてもデュルケームが注目されねばならぬと痛感したからだという（ 「訳者言」 ） 。


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































井口は参考書の入手難から、 「わたしの研究（ 日本独占論の否定）は、わたし自身としても今日の所、まだ充分満足だとはい ない」 （二六























































































































































































































































著者いわく。序論は社会学成立史の意義を説いたものである、と。第一章 、社会学 成立についての従来の代表的見解をか げ、それを整理








































































































































































































































































































































































































































































































































































































ntersuchungen über die M
ethode der Socialw



















































































































































































介者として知られ、生前巣鴨高商、拓殖大学、東大教養学部、明治学院大学、東洋大学教授を歴任したのち、淑徳大学の学長になっ 。『輓近社会学の動向（形式社会学と歴史社会学） 』 （昭和
12・
1）は、同人の論著である。本書の前半部（第一篇と第二篇）は、形式社会学の総

































































































































































































































































































































































































































方面の研究がここ十年来にわかに台頭 きた いう（農学博士中島九郎「序」 ） 。
農村を社会学的に研究する必要が生じたのは、農村問題を経済理論の助けだけでは解決でき 、新しい“視角”から検討せざるをえなくなった


























































































































































































































































































































































raité de Sociologie générale ）ちゅういちばん重要とおもわれる部分のみを反訳したものという。同書の難解さは、マルクスの『資本
論』やアダム
･ スミスの『富国論』にも比肩するという（ 「訳序」 ） 。
著者いわく。人間社会は、いろいろの研究の対象となっている、と。こ 研究中のあるものは、法学・史学・経済学・宗教史学といったような
特別な名称をもっている。著者によると 人間社会一般の研究 めざ ものが社会学であるが、この定義は改良されうるという。




















































































































































































































































































































































































































































































縁団体についての実証的論文を四篇おさめている。家族と村落と 、平凡な集団ではあるが、この集団にそれぞれの民族のもつ“集団的特質”と各民族においてみられる“一般的社会関係”が明らかにあらわれているという。多数の異民族をふくむ大東亜共栄圏において、異民族がひとつになることが急務であるという。そしてこの論文集（第二輯）を世に贈ることは、大東亜建設の過程にあるこんにち、けっして徒労ではないとのべている。要する 本書は、当時の日本 文化国策に裨益するような刊行物であった。収録論文は、左記のようなものである。





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































翌年には東亜新秩序の声明が出され、わが国は軍国主義の道をひたはしる。 “流言”や“宣伝”は、国 施策として重要なものであり、宣伝機関とその作用についての戦時体制下の書物が刊行さ たのは、時局と無縁ではなかったからである。
戦争の進展にともない、社会学徒のなかから時流に染まったり、時流に便乗するものが現われた。かれらは戦時体制が強化され、日本的ファシ


















































アーサー・ルイス（米） 、ゲオルグ・ジンメル（独） 、ニコライ・ブハーリン（露） 、レオナード・トレロウニー・ホブハウス（英） 、エル・アク
セリロド・オルトドックス（露） 、レオポルト・フォン・ヴィーゼ（独） 、エミール・デュルケーム（仏） 、ジョージ・ダグラス・ハワード・コール（英） 、バートランド・ラッセル（英） 、ハンス・ケルゼン（墺） 、フランクリン・ヘンリー・ギッディングズ（米） 、レスター エフ・ウォード（米） 、ロバート・モリソン・マッキーヴァ（米） 、セレスタン・ブーグレ（仏） 、マックス・ヴェーバー（独） 、アーサー・ルイス（米） 、アー・ボグダノフ（露） 、オットマール・シュパン（墺） 、フリードリヒ・レ ツ（？） 、フェルディナント・テンニース（独） 、ユーリウス・バッブ（独） 、ハンス・フライアー（独） 、ア ・ゲー・プリゴジン（露） 、カー・オストロヴィチャノフ（露） 、フランツ・ヴィルヘルム・エルサレム（独） 、カール・メンガー（墺） 、モーリス・ギンズバーク 英 ヴィ・ブ ュール（仏） 、Ｇ・Ｌ・デュブラ（瑞西） 、ヴィルフレード・パレート（伊） 、ヨゼフ・ポール ゲッペ ス ドルフ・メンツェ 墺 など。
いま列挙した欧米の学者のうち、国別にわけていちばん多いのはドイツであり、ついでロシアやアメリカ、イギリス、オーストリア、フランス、























































































































のもののように扱われて たよう 、理論を実証的研究に適用し、世界に通用するような研究を生みだす基盤をつくるまでにい らなかった。過去へ 反省に立って、実証的調査研究の必要性が痛感されるようになるのは、戦後のことである。
＊




洋から輸入せられた“社会学”は、よろこび迎えられる学問ではなかった。否 それ 学問 して認めない者までいた。大正期にいたり、官立の大学や一部の私立大学において、講座 普及をみたが、社会 の専門研究者や学徒は たって少 かった。
社会学は少数の学者の書斎や大学の研究室の片隅で細々と研究されていたにすぎなかっ 。しかし、研究といえば聞こえはよいが、多くは海外


















































































社会学に転じ、日本社会のすべてを現実科学としてとらえ、実証的または実践的研究に従事した。いつも福武の念頭にあったのは、理論と実証の両面をもった社会学であり、アメリカ流の実証的社会学のよいところを吸収しようとした。福武は戦後の日本社会学の出発点をつくった人であり、日本封建的な部分を克服して、できるだけ日本社会を民生化 う した人といえる（田中義久談） 。
かって学生時代にその門に学び、のち法政大学社会学部の専任教員として迎えられた者は多い。昭和二十八年（一九五三）度の社会学演習において、
石川淳志（のち法大教授） 、平野秀秋（のち法大教授） 、富永健一、蓮見音彦らは、マッキーヴァーの社会変動論をテキストとして教わり、活発な議がなされた。また三溝信（のち法大教授）が院生だったころの指導教官は福武であり、社会調査 習として東北の北
きた
上かみ
や静岡の袋
ふくろ
井い
へ出かけたという。
（68）23
法政大学社会学部の田中義久教授は、昭和三十六年（一九六一）ごろ、駒場で福武より社会学入門やマンハイムにおける変革期の人間の問題などに
ついての講義を聴いたほか、三学年のとき、ゼミナールにおいて一週間ほど農村調査に出かけている。院生となってからは文
　
献研究として、村落共
同体に関するもの 教わったという。
（
13）福武直「日本社会学の課題」 （林恵海教授還暦記念論文集
　『日本社会学の課題』所収、有斐閣、昭和三十一年三月） 、六頁。
（
14）同右。
（
15）高田保馬「米田博士の追憶」 （ 『社会学研究
　
第二巻第一集』所収、国立書院、昭和二十三年十二月） 、一一一頁。
